
 

　

社会 算数 理科
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや気持ちを文章で書いたり、話したり
することができる。
・読むことにおいて、目的を意識して、中心となる語
や文を見付けることができる。
・話すこと、読むことにおいて、文章を読んで感じた
ことを共有し、一人一人の感じ方の違いに気付き、
自分の考えを広げることができる。

【知識及び技能】
・相手や場面に応じて言葉を選んだり、適切に使い
分けたりすることができる。
・意味や性質、役割による語句のまとまりがあるこ
とを理解し、該当学年の漢字を読んだり、前学年の
漢字を書いたりして日常的に漢字を使うことができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・社会への関わり方を選択・判断する
ことができる。
・考えたことや選択・判断したことを適
切に表現することができる。
【知識及び技能】
・様々な資料や調査活動を通して、情
報を適切に調べ、まとめる技能を身に
付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・二つの数量の関係などに着目して捉
え、根拠をもとに自分なりの考えを
発信する。
【知識及び技能】
・整数、小数及び分数の概念を形成
し、その性質について理解する。
・数についての感覚を豊かにし、それ
らの数の計算の意味について理解し、
計算が確実にできる。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題解決のための力を、各学年で身
に付けられるようにする。
３年：問題を見いだす力、４年：根拠の
ある予想・仮説を発想する力、５年：解
決の方法を発想する力、６年：より妥当
な考えを作り出す力
【知識及び技能 】
・自然の事物・現象について、問題を
見いだし、予想・仮説を立て、解決する
ことを通して、基礎的・基本的な知識・
技能を身に付けられるようにする。

国語

　                   　　　 学校経営計画（学力向上にかかわる要点）
　　①授業時数の確保と１時間１時間の授業の充実
　　②学習目標の明確化→見通し→学び合い→振り返り
　　③主体的な問題解決能力の育成
　　④ESD・SDGｓの視点に立った教育の充実
　　⑤地域の自然環境や人的環境を生かした体験的な活動
　　⑥個別最適な学びの充実
　　　　　　（わかば教室の教員との交流・連携による特別支援教育の充実）

～授業改善推進プラン～

各教科の授業改善策

多摩市立大松台小学校令和６年度

　
　　　　　　　　　　　　　本校の授業改善に向けた視点
（１）教育課程編成の工夫
　○各教科・領域の年間指導計画の検証・修正
　○週ごとの指導計画に基づいた計画的な指導
　○特色ある教育活動の充実
（２）指導内容･方法の工夫
　○指導と評価の一体化を図り、個に応じたきめ細かな指導法の工夫
　○少人数指導における指導方法、指導体制の工夫
　○教材、教具、東京ベーシックドリル、教育機器（アプリ版ベーシックドリル・ミライシード）の
　　 効果的な活用と開発
　○体験的・問題解決的な学習活動の展開
　○一人一台の端末を活用した、個別最適な学び及び協働的活動の充実
　○主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実
　○家庭学習（学習習慣確立）に向けた家庭への啓発
（３）評価の工夫
　○評価規準、評価基準の作成及び活用と評価の一体化
　○週ごとの指導計画の実施と評価
　○保護者評価・内部評価・児童アンケートの活用
　○各教科の授業改善推進プランの成果検証
（４）校内における研究・研修の工夫
　○授業を通しての実践研究による指導の充実と改善
　○課題解決力・関わり合いの中で伸びる児童の育成
　○教育情報の収集と各種研究会への参加
　○若手研修会を通したOJＴ研修

児童の実態（強み）
○学習や課題に落ち着いて真面目に取り組むこ

とができる。
○学習した基礎的な内容が身に付いている児童

が多い。
○友達の考えや思いに寄り添うことができる児

童が増えてきた。(共感力)

児童の実態（課題点）
△粘り強く最後までやり遂げる力が弱い。(向上心)
△自信をもって、自分の考えや思いを伝えることに

苦手意識がある。(発信力)

学校教育目標
人間尊重の精神を基調とし、豊かな感性をはぐくみ、生涯にわたって自ら学び続ける態度と能力の基礎を培

う教育を推進するため、次の教育目標を設定する。

○すすんで学ぶ子 自ら学び、課題を追究する子

◎思いやりのある子 他者との関わりの中で認め合い、共に生きる子【本年度の重点目標】

○たくましい子 自分のことを知り、前向きに粘り強く行動する子


